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【参考】

１ 用語解説

・ベクレル（Ｂｑ）

放射能の強さの単位で、放射性物質の含有量を表す場合にも使う。１秒間に１個の

原子核が崩壊する時の放射能の強さを１ベクレルと言い、原子核の崩壊する数が多い

ほど、放射能が強いということになる。

・グレイ（Ｇｙ）

放射線をある物体に当てた場合、その物体が吸収した放射線のエネルギー量を吸収

線量と呼び、単位としてグレイが用いられる。１グレイは、放射線を受けた物体１ｋ

ｇあたり１ジュール（Ｊ）のエネルギーを吸収したことに相当する。

・シーベルト（Ｓｖ）

放射性物質によって被ばくをうけるときの、人体への影響の度合いを示す単位。こ

の度合いは人体の組織によって変わるので、それを考慮して、放射線が人体に及ぼす

影響（被ばくによるリスク）をはかる、ものさしとなる単位である。

２ 人形峠環境技術センターの施設概要

・製錬転換施設

ウラン鉱石からウランを抽出、精製（製錬）し、濃縮工程で使用する六フッ化ウラ

ンに転換（ガス化）する施設である。人形峠では昭和５１年から転換開発試験を開始

した。昭和５７年に製錬転換施設の運転を始め、平成６年からは回収ウランの転換実

用化試験を行っていた。平成１１年に運転を終了し、遠心機除染（滞留ウラン除去試

験）に用いるＩＦ７（七フッ化ヨウ素）の製造を行ってきた。平成１９年度末に全て

の試験・研究を終了し、平成２４年７月に主要な設備の解体・撤去を終了した。

・濃縮工学施設

当初「ウラン濃縮パイロットプラント」と呼ばれ、昭和５４年から原型プラントが

できるまで、遠心法によるウラン濃縮の実用化試験を行った。パイロットプラントは

平成元年に運転終了、その後「濃縮工学施設」と改称し、現在は、遠心機処理のため

の技術開発試験※を行っている。

※ 使用済遠心機の汚染部分の除染、機微情報消滅（核拡散防止の為、部品の形状

等を消滅する）等の技術の検討・試験

・ウラン濃縮原型プラント

ウラン濃縮の商業化のため、昭和６３年から、六フッ化ウランを気化し、遠心機に

よりウラン２３５を濃縮・捕集してシリンダーに詰める一連の作業を通じ、遠心機の

量産技術、機器設備の大型化・合理化等の研究開発を行ってきた。平成１３年に全て

の役務生産の運転を終了し、平成２９年３月に、設備・装置内に付着した「滞留ウラ

ン」の回収を終了した。
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